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第1章：

事業概要
（目的・事業概要・実施体制・スケジュール等）
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第１章事業概要

1.業務の目的

2.業務の視点

本業務は、感動産業特区うるま市を将来像「ここにしかない感動に触れることで、人の
心が満たされる、世界で唯一無二の地域」とするためのまちづくりを推進し、地域ブラン
ディングを効果的に展開するため、「感動産業特区まちづくりブランディング戦略方針
（以下、「ブランディング戦略方針」という。）」を策定し、これに基づく「プロモー
ション戦略」をあわせて整理することで、両戦略が互いに貢献し合い、市内および県内外
に向けて一貫性のあるブランドイメージを継続的に展開する感動産業特区まちづくりの基
盤を構築することを目的とする。

(1) 本業務の実施にあたっては、まちづくりの根幹となるインナーブランディングに重点を
置き、先進的で独自性のあるユニークな魅力溢れる地域であり続けるために、あらゆる
分野で感動産業特区を推進し、一過性のプロモーションにとどまらない『今後の発展的
なブランディング戦略を構築すること』を核とし、マーケティング的視点をもって取り
組むこと。

(2) ブランディング戦略方針の策定にあたっては、持たれたい「ブランドイメージ」を明確
に整理し、長期的なブランド価値構築を目指した『ブランディング戦略』と、地域への
短期的な関心と直接的な行動を誘発する『プロモーション戦略』を体系的に策定し、地
域全体のブレない軸として機能させることを意識すること。

(3) 「インナーブランディング戦略」の構築にあたっては、まちづくりの理念浸透、人づく
り（愛着、誇りの醸成）と地域コミュニティ強化（地域への主体的な関わり）を目指し、
それに必要とされる事項を段階的に整理すること。

(4) 「アウターブランディング戦略」の構築にあたっては、来訪意欲が溢れ出すようなブラ
ンドイメージ定着を目指し、それに必要とされる事項（効率性と費用対効果を意識した
発信手法、媒体選定、ターゲット設定を含む）を段階的に整理すること。

(5) 上記(3)(4)の構築にあたっては、行政、民間、関係団体、市民それぞれの意識醸成と行動
誘発を図る「インナープロモーション戦略」および「アウタープロモーション戦略」を
あわせて整理すること。
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第１章 事業概要

3.プロジェクト概要

1. 業務名 令和7年度うるま市感動産業特区まちづくりブランディング事業

2. 委託期間 令和7年7月24日 から 令和8年３月13日まで

3. 業務内容

（1）業務計画書の作成

（2）打ち合わせ ：月1回以上

（3）感動産業特区まちづくり推進本部の運営支援等

第一回推進本部・推進幹事会 合同会議
令和7年 8月25日（月） 10：00～12：00

第二回幹事会 令和7年 12月23日（火） 14：00～16：00
第二回推進本部 令和8年 2月25日（水） 15：00～17：00

（4）感動産業特区まちづくりの基盤となる「ブランディング戦略」の構築

（5）感動産業特区浸透のための取り組み（インナーブランディング施策の実施）

（6）感動産業特区認知拡大のための取り組み（ファン登録制度の創設）

（7）感動産業特区ブランドサイトの再設計および情報発信業務

（8）ＰＲツールの制作

（9）業務報告書の作成
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第１章 事業概要

4.実施体制（うるま市内体制）
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第１章 事業概要

4.実施体制（事業社体制）

うるま市

現地サポート CENAKA株式会社
岩崎ひろみ 笠井誉文
主な担務：

現地スケジュール調整・
動画制作ＨＰ

統括責任者 釜石剛
主な担務：
全体管理・契約・企画

主任担当者 樋川勝仁
主な担務： 業務進行管理

戦略策定・各施策実施
インナーブランディング

クリエイティブ担当 小島義弘
主な担務：
クリエイティブディレクション
・ツール・ビジュアル作成

PR担当 桜井洋貴 ／小山内和也

主な担務：メディアリリース
アウターブランディング

再委託１ 制作進行業務サポート

再委託２ アウターブランディングサポート

キャスティング業務 上杉徹
主な担務：県外キャスティング

ネットワーキング

外注先 キャスティング

戦略業務 逢坂修平
主な担務：戦略マップ

ロジックモデル作成

外注先 企画
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ファンクラブ構築：株式会社アローリンク

主な業務
：ファンクラブ企画推進（Liny）



第１章 事業概要

5.業務全体スケジュール

令和7年度うるま市感動産業特区まちづくりブランディング事業仕様書および、 受託事業者提案内
容に基づき、令和7年度ブランディング事業を実施。

令和8年

6月～9月 10～12月 1～3月

業務内容

（1）業務計画書の作成

（2）打ち合わせ　：月1回以上 6月（4回）7月（4回） 10月（7回）11月（3回） 1月（3回）2月（9回）

＊合計53回　撮影MTG除く 8月（4回）9月（6回） 12月（9回） 3月（4回）

8/25全体会議 12/23幹事会 2/25推進本部

産業まつり 戦略ブック制作　/　文京区まつり

11/25 まんまうるまブランドサミットin TOKYO 3/1 まんまうるまブランドサミットin URUMA

つむぐまんまうるま　

アンバサダー認定（2号・3号）

企画・調整 3/1　うるラバ　START

設計 ローンチ

フラッグ、パネル、アンバサダーカード ピンバッチ、パネル

動画制作

（6）感動産業特区認知拡大のため

　　　　の取り組み

　　　（ファン登録制度の創設）

（7）感動産業特区ブランドサイトの

　　　　再設計

　　　　および情報発信業務

（8）ＰＲツールの制作

（9）業務報告書の作成

令和7年
時期

（3）感動産業特区まちづくり

　　　　推進本部の運営支援等

（4）感動産業特区まちづくりの基盤と

　　　なる「ブランディング戦略」の構築

（5）感動産業特区浸透のための

　　　　取り組み

（インナーブランディング施策の実施）
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第2章：

業務実施内容

(1)業務計画書の作成
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■仕様書要件

令和6年度実施のうるま市「感動産業特区」 まちづくりブランディング事業」委託業務内
容を把握・分析し、 本業務における方向性や整合性について整理する。

①目的等

1 業務に先立ち、本業務仕様書の業務内容及び提案事項を反映した業務計画書を作成

2 過年度成果（令和５年度うるま市シティプロモーション事業、令和６年度感動産業特区
プロモーション事業、令和６年度感動産業特区まちづくりブランディング事業）を踏まえ、
本業務における方向性や整合性について整理

3 本業務計画書については、業務進捗内容に合わせ必要に応じて柔軟な見直しを図る

②業務内容

ブランディングの方向性を整理するため、本資料を把握・分析し、 方針策定の基礎資料とし
て整理を行った

③成果物

次のとおり。

(1)業務計画書の作成
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下記フォーマットにて作成。
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(1) 業務計画書の作成
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(1) 業務計画書の作成
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(1) 業務計画書の作成
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(1) 業務計画書の作成
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(1) 業務計画書の作成
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(1) 業務計画書の作成
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(1) 業務計画書の作成
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(1) 業務計画書の作成

第2章 (1)業務計画書の作成 総括

＜当初の課題＞
・ブランディング施策が多岐にわたり、全体の整合性や優先順位が不明確であった
・過年度事業との連続性・発展性の整理が不足していた 市民の声などが把握できていなかった
＜方向性＞
・課題を踏まえて、過年度の資料の分析を行い、施策の体系化と方向性の整理を実施
・戦略・施策・実行計画を一体化した業務計画書を策定
＜成果と今後の課題＞
・上記方向性による対応により、各施策が一貫した戦略のもとで推進される基盤を構築できた
・一方で、事業進行に伴う柔軟な見直しが必要でありPDCAを前提とした運用体制の強化が重要



第2章：

業務実施内容

(2)打ち合わせの実施
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(2)打ち合わせの実施

20

①目的等

業務における共通認識、確認等を行うため、月に１回以上打合せを実施するものとする。

②業務内容

各業務の方針、具体的な内容についてのミーティング、推進本部・幹事会に向けての調整事
項、その他事項について適宜打合せを実施。

・実施方法：原則zoomを用いたリモートミーティングとする。
・実施内容：推進本部会・幹事会などに向けての調整事項・確認事項の擦り合わせおよび、

そのほか必要に応じて開催する。
・参加者：うるま市プロジェクト推進２課、株式会社コクーンラボ、CENAKA株式会社

※その他参加者は議題に応じて参加
・事前のタスク：アジェンダ作成（うるま市プロジェクト推進２課・株式会社コクーンラボ

議題を持ち寄り作成）、事前資料の作成・共有、zoom URL発行

・実施期間：令和7年6月～令和8年3月

・実施回数：５３回（月換算６．６回/月）
（月1回以上、その他必要に応じて適宜実施）

＜当初の課題＞
・関係者が多く、積極的な発言調整事項が多岐にわたり意思決定に時間を要する懸念があった
・施策間の連携不足による認識のズレが発生しやすい状況であった
＜方向性＞
・定例打合せに加え、必要に応じた機動的な打合せを実施し、情報共有を徹底
・オンライン・対面を組み合わせた柔軟な運営を実施
＜成果と今後の課題＞
・上記対応により、市の様々な課題の解消と施策精度の向上が図られた
・一方で、打合せ回数の増加による負荷も見られたため、今後は効率的な会議運営と役割分担
の明確化が重要である

第2章 (2)打ち合わせの実施 総括



６月
６日（水）対面
７日（金）対面

１８日（火）対面
２０日（木）対面

７月
９日（火）対面

１６日（火）オンライン
１７日（木）対面
２２日（木）対面

８月
１日（木）対面

１４日（火）対面
１９日（日）対面
２０日（火）オンライン

９月
１１日（水）オンライン
１３日（金）オンライン
１７日（日）オンライン 2回
２０日（火）オンライン
２４日（火）対面
２７日（金）オンライン

１０月
７日（水）対面

１５日（火）オンライン
１６日（火）オンライン
１８日（木）オンライン
２３日（水）オンライン
２５日（金）オンライン
３１日（木）オンライン

１１月
１日（金）オンライン

１３日（金）対面
２０日（水）オンライン

12月
２日（火）オンライン
４日（金）対面
５日（金）対面
８日（月）オンライン

１５日（月）オンライン
１９日（金）オンライン
２２日（月）オンライン
２３日（火）オンライン
２４日（水）オンライン

1月
７日（水）オンライン

１９日（月）オンライン
２６日（月）オンライン

２月
２日（月）オンライン ２回
５日（木）オンライン
６日（金）オンライン
９日（月）オンライン ２回

１０日（火）オンライン
１６日（月）オンライン
１７日（火）オンライン
２４日（火）オンライン 現地
２６日（木）オンライン

３月
１日（日）イベント
２日（月）オンライン
５日（木）オンライン
７日（土）イベント
９日（月）オンライン

１３日（金）オンライン

(2)打ち合わせの実施

想定月一回
以下の業務打ち合わせを実施した。（53回）
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第2章：

業務実施内容

(３)感動産業特区まちづくり推進本部の運営支援等
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(３)感動産業特区まちづくり推進本部の運営支援等

1「感動産業特区まちづくり推進本部運営支援（現地参加による支援）
2 会議資料作成、資料説明補助、議事録作成、課題・解決策の整理・提案等の

会議運営業務一式

3 議案作成にあたっては、委員・幹事からの具体的な事業案、アイデアの意見聴取
（アンケート等）

事前にアンケートを「まんまうるまVOICE」（のちの「つむぐまんまうるま」）として
職員向けに実施。＊詳細は次ページ以降参照

4 推進本部の運営や本業務全般における必要な情報整理のため、必要に応じて
庁内会議（３回程度）へ参加

＊前ページに記載済
開催実績

第一回推進本部・推進幹事会 合同会議
令和7年 8月25日（月） 10：00～12：00

第二回幹事会 令和7年 12月23日（火） 14：00～16：00
第二回推進本部 令和8年 2月25日（水） 15：00～17：00

①目的等

本市の感動産業特区の方針決定（ブランディング戦略、ロードマップの策定、関連施策の検
討、議案審議・承認等）を担うために市が組成する組織「感動産業特区まちづくり推進本部
（以下、「推進本部」という。）」の運営支援（現地参加による支援）を行う。

②業務内容

・実施方法：原則うるま市役所内会議室での開催
・事前のタスク：アジェンダ作成、事前資料の作成・共有、
（市・受託者の双方で議題作成、謝礼金の振込準備）
・当日のタスク：会議における資料説明、質疑応答、議事録作成

・推進本部２７名（部長級市職員、民間および関係団体の代表・会長等で構成）
・幹事会27名（課長級市職員、民間および関係団体の事務局長等で構成）
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対象 感動産業特区まちづくり推進本部、幹事会の委員、幹事および関係者
N＝27
調査方法 ：WEB調査（Googleフォームアンケート）

(３)感動産業特区まちづくり推進本部の運営支援等
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【設問１】
あなたが「うるまの感動」「まんまうるま」からイメージする言葉を1つ以上（最大３つ）挙げてく
ださい。

第一想起 第二想起 第三想起

エンタメの聖地 懐の深いおおらかさ ほっとする場所

伝統芸能 安全・安心 市民協働のまち

文化 海中道路

人 自然 ありのまま

伝統的なエイサー 魅力ある島嶼地域 闘牛

自然 歴史

島しょ地域 肝高の阿麻和利 世界遺産

彩り（豊かな自然） 温もり（人々の温かさ）

①「キムタカ」は世界の共通語 ②「現代版組踊」誕生の聖地 ③「世界遺産」は僕らの遊び場だ

海 自然 島しょ地域

エイサー 肝高の阿麻和利 生まれ育った地域の愛着心

驚き 温かさ 幸せ

本来からある 変わらない そのままの

自然 人 歴史

ありのままの自然、そこに住むあり
のままの人、奥ゆかしい歴史と伝
統

時間をわすれさせる静かな風情 この地に宿るパワーとエネルギー

肝高阿麻和利

伝統（闘牛、エイサー、阿麻和
利、獅子舞、三線）

景観（海中道路、勝連城跡、海、朝日、浜比
嘉、島しょ地域、）

食（もすぐ、塩、果物、特産品な
ど）

エイサー 闘牛 勝連城跡

ぞのまま ありのまま 笑顔

そのまんま あまわり 真ん中

海中道路
人のあたたかさ（特に島しょ地域のおじーお
ばー）

獅子舞やエイサー

ひと 自然

自然 文化 人の笑顔

そのままのうるま 海中道路 勝連城跡

うるまの感動＝現代版組踊
肝高の阿麻和利

まんまうるま＝さんまのまんま

肝高の阿麻和利

文化芸能の宝庫 豊かな自然 活発な街

(３)感動産業特区まちづくり推進本部の運営支援等
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(３)感動産業特区まちづくり推進本部の運営支援等

26

輝くひととまちうるま

住みたいまちランうるま市では１０年前より地
域の課題の解決に取り組みしこの度めでたく住
みたいまちランキング全国１位に輝きました。

海外からの投資額、沖縄県うるま市が３大都市
圏に次いで第4位に大躍進！

１０年前より感動産業特区を掲げ、まちづくり
を実施してきた沖縄県うるま市が進めてきた感
動投資の世界戦略が功を奏し、海外からの投資
規模が東京・大阪・名古屋に次いで４番目に大
躍進しました。これは肝高の阿麻和利の世界公
演を見た世界中の富裕層からの積極的な投資に
よるものと推察されます。

うるま市が人口増加率大幅にアップ

うるま市の魅力に県内外から移住者が増えてい
る。

2035年に発刊される「うるまタイムズ（仮）」
の見出し

うるまタイムズの記事本文

安心と賑わいの街 うるま
少子化の中、人口が右肩上がりで増加し、老若
男女、子育て世帯に求められる街。

うるま市住みたい街ランキング上位に！

県庁所在地の那覇市につぐ第二位の人口に！

市民協働の取組が全国一

うるま市内全自治会の青年会でエイサーが披露

伝統エイサーの発祥地であるうるま市において、
エイサーが有する伝統文化的な価値を「感動」
という視点を通して考えながら、まさに「感動
産業」を体現するものとして担い手が増えてき
ている。

住んで、訪れて「心が満たされる場所」
市民や関係・交流人口等の幸福度、満足度が高
いうるま市

うるまの船を世界へ疾走らせたい！「肝高の阿
麻和利」35周年を記念して世界ツアーへ！

2000年初演の舞台「現代版組踊 肝高の阿麻和
利」が、立ち上げから35周年が経過した本年、
全国でも珍しい現役の中高校生による世界巡演
のツアーに出発、劇中の阿麻和利の「琉球の船
を世界中に疾走らせよう！」のセリフを見事に
実現させる快挙を成し遂げた。アジア圏を含む、
北米、中米、南米の主要都市7か所を巡演し「キ
ムタカ（誇り高い）スピリッツ」を世界に発信
する。

【設問２】
2035年に発刊される「うるまタイムズ（仮）」の【見出し】を考えてください。回答にあたっては、
10年後の感動産業特区うるま市の「理想の未来像」・「もたらされる成果」を想像しながら回答して
ください。



(３)感動産業特区まちづくり推進本部の運営支援等

27

2035年に発刊される「うるまタイムズ（仮）の
見出し
うるまタイムズの記事本文

こどもたちの育ちと成長を地域全体で支え応援
する感動産業特区うるま市

行きたくなるまち・住みたくなるまち うるま

うるま市が取り組む感動産業特区は、人と人を
結び付け、地域の文化の継承が図られ、地場産
業にも感動をもたらす取り組みが、地域の活力
を生み出し、行きたくなるまち・住みたくなる
まちとして多くの交流の場が図られている。

ふるさと納税が県内１位に

魅力を発信してきたうるま市が全国的に知名度
をあげ、ふるさと納税について県内１位を獲得

うるま市の感動特区がいいねとなった理由

「感動を共に創る」コンセプトのもとに、AIが
観光客の興味や過去の感動体験を分析し、それ
に最適な形で市民とマッチングさせるシステム
により、観光客は単なる「消費者」ではなく、
感動を共に創り、発信する者として位置づけら
れ、感じた感動は、ネット動画などで市民自身
の活動がどのような感動を生み出したのかを確
認でき、それを生かして新たな取組を行うこと
で地域活性化の動きが広がっていった。

人と自然が調和する持続可能な地域へ

世界一！若者が熱い街‼️

うるま市では、歴史を多くの皆様に伝えた事に
より、うるま市愛が高まり若者が今を生きる！
力が高まり若者を中心に街が盛り上がってい
る。

うるま回帰！自分らしく生きるためのまち。

人生の荒波にもまれても私には帰る場所がある。
様々な体験と思い出深き、わが街の存在が私た
ちの人生を豊かにし、社会の中で生きる存在価
値がある。３０年を経て私たちは生まれ育った
この街へ恩返しをする。

行きたいうるま、住みたいうるま、感動が日常
にあるまち。

闘牛やエイサー、そして組踊『阿麻和利』と
いったうるま独自の伝統芸能は、これまで「保
存」や「継承」の枠にとどまっていたが、感動
産業特区の取り組みにより、若い世代が主役と
なる“進化型エンタメ”へと姿を変えている。か
つて子どもだった世代が感動を胸に再びふるさ
とへと戻り、新たな文化の担い手として活躍し
ている。うるま市の伝統は、今や守るだけでは
なく、“共に創るもの”へと進化しているのだ。
地域に根差した感動体験の蓄積は、確実に次世
代へとバトンをつなぎ、うるま市を“感動が循環
するまち”へと導いている。

感動が溢れる「うるま市」全国認知度急上昇

笑顔あふれるまち、うるま市。その魅力に注目

うるま市では、感動産業特区に掲げれる理念の
「感動の種」が見事に実り、日常の1コマに笑顔
が溢れている。世代交流が薄れている現在、う
るま市では世代、地域と広がる交流に感動の花
が開き始めている。

【設問２】
2035年に発刊される「うるまタイムズ（仮）」の【見出し】を考えてください。回答にあたっては、
10年後の感動産業特区うるま市の「理想の未来像」・「もたらされる成果」を想像しながら回答して
ください。



ここにしかない「感動」を「産業」に。うるま
市が世界に挑戦する軌跡

うるま市が「感動」を「産業」として感動産業
特区を宣言して10年。その中でも闘牛やあまわ
りといった感動産業は、県内外のみならず、海
外からも選ばれる大きな注目を集めている。こ
れまで歩んできた取り組みとこれから目指す未
来を関係者から取材を行う。

(３)感動産業特区まちづくり推進本部の運営支援等
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2035年に発刊される「うるまタイムズ（仮）の
見出し

うるまタイムズの記事本文

観光客が選ぶまた行きたい観光地うるま市

感動産業特区のPRを続けありのままのうるまを
発信し続け、沖縄に訪れる観光客への注目度が
年々高まっている

「生む感動」、「育てる感動」、「住む感動」
感動のジェットストリームアタック うるま市
でしか味わえな感動がそこにある

うるま市では、「感動産業特区宣言」のもとで、
豊かな自然や美しい海、様々な歴史・文化資源
を生かした多様な感動産業を創出するまちづく
りを推進し、市民や関係人口が様々な感動を生
み、互いに触れる機会を創出する事で、「子ど
もの出生数」、「子育て世帯の移住者数」、
「60代以上の富裕層の移住」など、毎年各世代
の人口が増加している全国でも類を見ない市と
なっている。

ちょっと思い浮かびません

ここにしかない「感動」を「産業」に。うるま
市が世界に挑戦する軌跡

うるま市が「感動」を「産業」として感動産業
特区を宣言して10年。その中でも闘牛やあまわ
りといった感動産業は、県内外のみならず、海
外からも選ばれる大きな注目を集めている。こ
れまで歩んできた取り組みとこれから目指す未
来を関係者から取材を行う。

ポイ捨てゼロの観光地うるま市

うるま市では、まちづくりブランディング事業
の関連事業として実施していた市内景観整備事
業により、観光客及びビジネス来訪者を対象と
して実施する「訪れたいまちランキング」で５
年連続１位に選ばれた。

感動が人をつなぐ街、うるま。

いい例文だと思います

『歴史・伝統のまち、感動産業特区うるま市』

勝連城跡の裾野に拡がる、あまわりパークでの
「きむたかのあまわり」「本物のエイサー」
「獅子舞」などに多くの人が集い感動が生まれ
るている。

【設問２】
2035年に発刊される「うるまタイムズ（仮）」の【見出し】を考えてください。回答にあたっては、
10年後の感動産業特区うるま市の「理想の未来像」・「もたらされる成果」を想像しながら回答して
ください。



●５年先、１０年先の目指すべき将来像を明確にし、そこに辿り着くまでの具体的なロード
マップを示し、１年１年腰を据えて取り組む。まずはできることからコツコツと。
１０年先の土台となる足場を固め、少しずつ積み上げてできることを少しづつ増やしていく、
そんなイメージ。いきなりゴールはありえない。

●空想を実現させるために、まずは動いていきましょう！

●関係者によるアンケート調査以外に、市外の方からの意見等も重視しては如何でしょうか
イメージを戦略的に構築するために市独自の文化などを取り入れたオリジナルのかりゆし
ウェアやネクタイ、などを製作しては如何でしょうか
那覇空港や首都圏の駅などでの広告を検討しては如何でしょうか

●ありのままを大切にすることを前提にしていることから、目指すべき将来に向けてやるべ
きことが明確に結びつかない恐れがないか危惧している。

● 「感動産業特区」、「まんまうるま」について、まだまだ抽象的な域を出ていません。ど
ういうまちにしたいか、どのように認識されたいか、ということをまちづくりの最前線・最
内部にいる職員が感じ考え行動するための具体的な指針が絶対的に必要と考えます。「感
動」はどこにでも存在し、人が暖かく優しいというのは、基本的には全国津々浦々普遍的な
共通事項です。その普遍的な共通事項を「感動」を通してまちづくりの理念としていくとい
考えや着想を尖らすことで、他にはないうるま市としての差異化のポジショニングが図られ
るものと考えます。また、そのような理念が言葉だけでなく、しっかりと実体経済として活
かされるよう来沖者数の増加や、認知度の向上、そしてファン（＝本市に主体的に熱量を
持って関わってくれる一定層）を創出していくことも同様に大事にすべき考えです。

●考える力とは「考え続ける力」のことだと確信する。「感動を産業化するとは何か？」
「感動産業の定義とは？」を自問自答し、議論することを止めずに「この旗（＝感動産業特
区）」を自負して先駆すること「現代版組踊」が生き続ける限りその炎は消えることは無い
ことを誓いたいと思います。

●まんまうるまのブランディングはこれから定着させていくため、事業者が自らの事業活動
でも活用するような仕組みが必要と思います。

● 「感動」というキーワードがすべてだと思います。感動する〇〇、〇〇に感動した、うる
ま市の中にある素材すべてに「感動」が包含されている。新しいことも大事だが、歴史・文
化をしっかり守り、伝えていくことが大事。「感動産業特区」を商標登録してはどうでしょ
うか。

(３)感動産業特区まちづくり推進本部の運営支援等
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【設問３】
「感動産業特区、まんまうるまへの自由意見」
その他、ご意見などございましたらご自由にお書きください。



●うるま市には、闘牛やエイサー、組踊『阿麻和利』など、唯一無二の伝統文化が息づいて
います。これらが感動産業として磨かれ、観光や教育、地域経済と連動しながら発展してい
く未来に、大きな可能性を感じています。地域の宝を再発見し、次世代が夢を描ける環境づ
くりをこれからも推進してほしいです。 地元に誇りを持てるまち、そして「帰ってきたい」
「住み続けたい」と思えるまちづくりに、引き続き期待しています。

●簡単ではないですが、全国での認知度アップに期待してます。微力ながらお手伝いしてい
きます。

●市民に対しての説明が難しい。理念を理解するためにキャッチフレーズを発信し、徐々に
浸透させることもいいのでは。例えば、保育園や学校、家庭での会話で、ちょっとした気づ
き、気遣い、優しさに心が動いた際に「まんまうるまだねー」と表現するくらい日常に浸透
すると感動体験を実感し理念が展開すると思う。

● 「感動産業特区」や「まんまうるま」について、庁内の意識醸成を図る際は、基本的な方
針（理念）を明確にし、社訓みたいにいつでも目につくようにしたり、昼間の休憩時間など
に市歌と交互に流すことで、刷り込みや意識づけができるのではと考えます。

●うるま市はリゾート開発を逃れた奇跡の地域だと思っています。そのありのままの魅力を
広く伝え、未来に繋げていけたらいいなと思っています。

●まんまうるまを発信していくためにも、自然や文化の保存が必要

●イベントやPR出展をきっかけにうるま市に関心を持った方が実際に来訪した際にお金を落
とす場所を作る・事業者を育てる、交通インフラの整備など、自治体だからこそ音頭がとり
やすいものに積極的に着手してほしいです。

●感動産業特区のPRを担うエンターテイメント・文化芸能の継承発展と市へ訪れる人々の受
け入れ、外貨の獲得を目指す産業の躍進、うるま市に興味を持つ方々を継続的に生み出す仕
組み、多方面での連携・多重な相乗効果を皆んなで目指していきましょう！

(３)感動産業特区まちづくり推進本部の運営支援等
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【設問３】
「感動産業特区、まんまうるまへの自由意見」
その他、ご意見などございましたらご自由にお書きください。
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■第二回幹事会 令和7年 12月23日（火） 14：00～16：00

各施策の進捗状況の報告と戦略方針、ロードマップ、3月実施のイベントについて議論した。

【報告１】第一回合同会議（8/25）の振り返り
【報告２】各施策の進捗について

【議案１】「感動産業特区まちづくりブランディング戦略方針」
について

【議案２】「感動産業特区まちづくりブランディングロードマップ」
の具体化について

【議案３】「まんまうるまブランドサミットin URUMA」について

■第二回推進本部 令和8年 2月25日（水） 15：00～17：00

本年度実施の各施策を報告、年度の活動の総括を行った。（P34～P37のとおり）

【報告１】今年度の施策総括（進捗と成果について）
施策①うるま市公式ファンクラブ
施策②「うるま市感動産業特区アンバサダー」の認定
施策③「感動産業特区コンセプトムービー」制作
施策④「感動産業特区ブランドサイト」機能強化
施策⑤市民参画施策「声でつむぐ、まんまうるま」
施策⑥まんまうるまセレクション「グランプリ制度創設」
施策⑦まんまうるまブランドサミットin TOKYO
施策⑧まんまうるまブランドサミットin URUMA

令和７年度総括 ― 感動を“仕組み”に変え始めた１年― と総括。

【議案１】「感動産業特区まちづくりブランディング戦略方針（概要）」について

＜当初の課題＞
・多様な関係者の意見を統合し、実効性のある施策へ落とし込む仕組みが不足していた
・議論が抽象的に留まり、具体施策に繋がりにくい状況があった
＜方向性＞
・事前アンケート等により意見を可視化・整理し、議案として構造化
・専門的知見をもとに具体的施策を提案し、議論の質を向上
＜成果と今後の課題＞
・上記対応により、議論の活性化と意思決定の質向上が図られた
・一方で、実行フェーズとの接続強化が課題であり、推進本部の実行機能強化が重要である

第2章 (3)感動産業特区まちづくり推進本部の運営支援等 総括



第2章：

業務実施内容

(４)感動産業特区まちづくりの基盤となる
「ブランディング戦略」の構築
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(４)感動産業特区まちづくりの基盤となる「ブランディング戦略」の構築

①目的等

インナーブランディング戦略
まちづくりの根幹となるインナーブランディングを継続的かつ効果的に推進するため、発
展フェーズに応じた戦略を整理する。

アウターブランディング戦略
魅力的なブランドイメージ定着を目指し、アウターブランディングを継続的かつ効果的に
推進するため、発展フェーズに応じた戦略を整理する。

②業務内容
次ページのとおり、戦略を構築した。

1「感動産業特区まちづくりブランディング戦略方針」の策定
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第２回感動産業特区まちづくり推進本部 会議資料（令和8年2月25日）
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(４)感動産業特区まちづくりの基盤となる「ブランディング戦略」の構築
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(４)感動産業特区まちづくりの基盤となる「ブランディング戦略」の構築

第２回感動産業特区まちづくり推進本部 会議資料（令和8年2月25日）
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(４)感動産業特区まちづくりの基盤となる「ブランディング戦略」の構築

第２回感動産業特区まちづくり推進本部 会議資料（令和8年2月25日）



第２回感動産業特区まちづくり推進本部 会議資料（令和8年2月25日）
「感動産業特区まちづくりブランディング戦略方針（概要）」
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(４)感動産業特区まちづくりの基盤となる「ブランディング戦略」の構築



(４)感動産業特区まちづくりの基盤となる「ブランディング戦略」の構築

2 感動産業特区アンバサダーの展開検討

38

①目的等

ブランディング戦略方針と連動する形で、「感動産業特区アンバサダー」が主体的かつ継続
的に活動を推進できる仕組みを構築し、地域の魅力発信およびブランド価値の向上に寄与す
ることを目的として、今後のユニークかつ戦略的な展開する。

②業務内容
上記目的に沿って、下記のとおり対応を実施。
・アンバサダー認定（第二号、第三号）の認定式の動画の作成
・ロゴマークの作成（龍神伝説×感動産業特区）
・アンバサダーカードの作成（名刺サイズ）
・アンバサダーパネル （A1）

アンバサダー A1パネル

アンバサダー 名刺カード
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①目的等

令和６年度に作成した「感動産業特区まちづくりロードマップ」をより具体的な内容にブ
ラッシュアップする。・ブラッシュアップにあたっては、ロードマップにおける成果指標の
進捗把握のための調査等を行い、その結果を踏まえて整理する。

②業務内容

戦略シート作成にてロードマップの作成実施
・「感動人口」100万人の目標値設定
・ファン制度を軸とした、インナーブランディング、アウターブランディングの戦略化
・既存のロードマップの具体化

3 感動産業特区まちづくりロードマップの具体化

(４)感動産業特区まちづくりの基盤となる「ブランディング戦略」の構築



(４)感動産業特区まちづくりの基盤となる「ブランディング戦略」の構築
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3 感動産業特区まちづくりロードマップの具体化



(４)感動産業特区まちづくりの基盤となる「ブランディング戦略」の構築
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＜当初の課題＞
・「感動」という概念が抽象的で、共通理解や実行への落とし込みが難しかった
・インナー・アウター戦略が体系的に整理されていなかった
＜方向性＞
・ミッション・ビジョンを基軸に戦略体系を整理
・インナー・アウター双方の戦略とKPI、推進体制を統合的に設計
＜成果と今後の課題＞
・統一されたブランド軸と戦略体系が構築され、全施策の指針が明確化された
・一方で、実行段階での運用と検証が重要であり、継続的な改善が求められる

第2章 (４)感動産業特区まちづくりの基盤となる「ブランディング戦略」の構築 総括

3 感動産業特区まちづくりロードマップの具体化



第2章：

業務実施内容

(５)感動産業特区浸透のための取り組み
（インナーブランディング施策の実施）

42



①目的等

まちづくりの理念浸透、人づくり（愛着、誇りの醸成）、地域コミュニティ強化（地域へ
の主体的な関り）、自発的な行動誘発を目指し、ブランディング戦略方針と連動したイン
ナーブランディング施策を次のとおり実施する。

1 市内事業者等の参画促進施策の実施
令和７年１月に誕生した市産品認定制度「まんまうるまセレクション」を、より魅力的な
セレクションとして発展させ、セレクションの価値向上、市産品の価値向上、市内事業者
の賛同および参画メリット創出を図ることを目的として、今後の発展的な制度設計とし
て、次の事項に対応する。

2 市民等の参画促進施策の実施
「感動産業特区」および「まんまうるま」の市内認知向上、理念浸透を図り、市民の身近
なものとして位置付けることを目的に、ユニークな市民参加型施策を企画提案する。
実施にあたっては、可能な限り市民の意見・反応を把握できる取り組みとする

②業務内容

1.市内事業者等の参画促進施策の実施

まんまうるまセレクショングランプリ

（ア）グランプリの制度設計
グランプリ認定（令和８年２月頃）を実施し、セレクションのさらなる価値向上を図るた
めの制度設計、選定スキームの策定等

（イ）認定者インセンティブの設計
グランプリ認定者を含むセレクション全体を対象としたインセンティブの設計

2. 市民等の参画促進施策の実施
第21回 うるま市産業まつり

第21回 うるま市産業まつり：令和7年11月29日（土）30日（日） にて
ブース出店を行い、展示及び地域の人たちへアンケート（つむぐまんまうるま）を実施。
うるま市民の感動の声を見える化した。

(５)感動産業特区浸透のための取り組み（インナーブランディング施策の実施）
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市内事業者等の参画促進施策の実施

業務内容」の階層に位置付け

同じ目的が２回記載されるのも解消したい。



(５)感動産業特区浸透のための取り組み（インナーブランディング施策の実施）

1.市内事業者等の参画促進施策の実施

まんまうるまセレクション
グランプリロゴの作成

まんまうるまセレクション
グランプリチラシの作成

■グランプリロゴの作成等

■グランプリの制度設計の骨子

（1）対 象：食品部門（お菓子・スイーツ）に該当する認定商品。 ※1事業者1商品のみ応募可
（2）募集方法：まんまうるまセレクション認定事業者へ案内、希望者を募集
（3）審査方法：審査員（３～５名）による評価 審査員各自が５項目を5点満点（満点２５点）

で採点し、 各審査得点を合算した総合得点順でグランプリを決定する。
※同点の場合は審査員協議もしくは最高点の多い人で決定

（4）審査員： 県内外の流通関係・メディア関係・ブランディング関係等の有識者 で構成し、
審査の質の固定化を図る。

（5）審査基準：各5点（計25点）

（6）結果発表：令和8年3月1日（URUMAブランドサミットにて発表）
（7）受賞特典：特設売場の設置、広報誌掲載、まんまうるま特設サイトへの掲載、 市HP・SNS

等における情報配信、グランプリロゴ使用許可（シール提供）

まんまうるまセレクショングランプリ
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まんまうるまセレクショングランプリの発表

今後の展開

うるま市が誇る逸品を表彰する「まんまうるまセレクション」。本年度より、事業者の想い
やこだわりを可視化し、地域ブランドの価値をさらに高める試みとして「グランプリ制度」
を新設しました。記念すべき第1回グランプリ（お菓子・スイーツ部門）には、「いさ屋のサ
ンナッツ プレーン味」（薬膳琉花／宮國由紀江氏）が受賞。

受賞した宮國さんは、「40年以上、叔父が守り続けてきたこの味を絶やしたくない一心で
引き継ぎました。うるまの方々に愛されてきた『懐かしい記憶』を大切にしながら、食べ
て健康になれる、そんな新しい『うるまの誇り』として県内外へ広めていきたい」と想い
を語った。

(５)感動産業特区浸透のための取り組み（インナーブランディング施策の実施）
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1.市内事業者等の参画促進施策の実施



イオン具志川
沖縄県うるま市前原 幸崎原303番地

(５)感動産業特区浸透のための取り組み（インナーブランディング施策の実施）

■内容 うるま市産業まつりブースにて
・産業感動特区アンバサダーのパネル展示
・市民の声をあつめる施策「つむぐまんまうるま」

を実施
■日時 令和7年11月29日（土）30日（日）10：00～17：00
■場所 イオン具志川店 駐車場
■スケジュール設営／撤収

29日当日 8：30～設営
29日、30日は9：00～16：30運営
30日 17：00～撤収 * パネルなどは再利用

■運営人員：2名想定

■実施方法
A4説明シート ＋ QRコードでアンケートへ誘導
景品） まんまうるまシール

2. 市民等の参画促進施策の実施

市民参画施策「声でつむぐ、まんまうるま」
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(５)感動産業特区浸透のための取り組み（インナーブランディング施策の実施）
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【運営】
1、スタッフによる呼びかけ
「メッセージを頂いた方にまんまうるまオリジナルシールをプレゼントしています」
「みなさんの声がうるま市のPRにつながります、是非参加してください」
「みなさんの身近な感動の声を集めています、ご協力ください」
2、QRコードでアンケートフォームへ誘導

質問は2問であることを説明
市民向け

「Q1.あなたが発見したうるまの『感動』を自慢してください」
回答例）阿麻和利を演じる子どもの目がいい 浜比嘉のきらきらした朝日が素敵、

闘牛のゆっくりとした散歩に和む
「Q2 .あなたが未来に残したいうるまの魅力をおしえてください」

回答例）きれいな海と朝日 日本一のもずく

3、回答画面を確認後シール（A6）を配布

多くの子どもたちが参加しパネルを作成

①目的等

・市民の誇り（好きなうるま）を集めて、市民一人ひとりの「うるま市」への愛着や誇りを醸成する
・市民参加を促進し、地域のコミュニティ連携を強化する。
・うるま市の魅力・課題・未来への期待を幅広く把握し、政策・ブランディング戦略に反映させる

②業務内容
特設ブースを設置しアンケート形式で「うるま市の好きなところ」「感動体験」などを収集。

同時にブランド認知率を調査。

スキーム うるま産業まつり
（令和7年11月29日（土）30日（日）10：00～17：00）にてブース運営

2. 市民等の参画促進施策の実施

市民参画施策「声でつむぐ、まんまうるま」



アンバサダーパネル
テキスト情報アンバサダー名 ： アンバサダー認定理由／ アンバサダーの抱負
を記載し展示

アンバサダー A1パネル

つむぐまんまパネル A1パネル

アンバサダー認定式 動画（2種） ロゴ作成

(５)感動産業特区浸透のための取り組み（インナーブランディング施策の実施）

パネル展示
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2. 市民等の参画促進施策の実施



アンケートの実施

(５)感動産業特区浸透のための取り組み（インナーブランディング施策の実施）

49

2. 市民等の参画促進施策の実施



アンケート 1日目

(５)感動産業特区浸透のための取り組み（インナーブランディング施策の実施）
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2. 市民等の参画促進施策の実施



(５)感動産業特区浸透のための取り組み（インナーブランディング施策の実施）
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①目的等

まちづくりの理念浸透、人づくり（愛着、誇りの醸成）、地域コミュニティ強化（地域へ
の主体的な関り）、自発的な行動誘発を目指し、ブランディング戦略方針と連動したイン
ナーブランディング施策を次のとおり実施する。

【まんまうるまブランドサミットin TOKYO】
首都圏の関連企業、メディアへ感動産業特区うるま市の「理念」「感動」を軸とした
まちづくりの価値を発信し、まちづくりの未来の共創、応援の呼びかけを行い地域
ブランディングを図る。

【まんまうるまブランドサミットin URUMA】
令和7年度に構築した戦略・資産（ファン制度・動画等）を、令和8年度からすべての
関係者 （庁内・関係団体・事業者）が地域一丸となって「感動人口」の拡大へ向かう
ための「結束式（キックオフ）」と位置づける。

②業務内容

【まんまうるまブランドサミットin TOKYO】

概要 令和7年11月25日（火）19：00～20：30
会場LIFELE Table (東京都千代田区麹町) 
MC伊波大志、前堂ニイナ 市長プレゼン、対談、交流会を実施。
参加者は60名となり職員みずから積極的にメディア各社へPRを実施。

【まんまうるまブランドサミットin URUMA】

概要 令和8年3月1日（日） 15:00～17:00
会場ANAクラウンプラザリゾート沖縄うるまヒルズ
MC伊波大志、前堂ニイナ 市長あいさつ、セレクショングランプリ表彰
感動産業特区アンバサダー：現代版組踊「肝高の阿麻和利」、伊波大志、龍神伝説が登壇。
ファン制度「うるラバ」発表 HYおよびファン代表として特別ゲストに山本彩が登壇。

3 ブランドサミットの実施



まんまうるまブランドサミット in TOKYO

(５)感動産業特区浸透のための取り組み（インナーブランディング施策の実施）
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目的 首都圏の関連企業、メディアへ感動産業特区うるま市の「理念」「感動」を軸とした
まちづくりの価値を発信し、まちづくりの未来の共創、応援の呼びかけを行い地域
ブランディングを図る。

概要 令和7年11月25日（火） 19：00～20：30 会場LIFELE Table (東京都千代田区麹町)
MC伊波大志、前堂ニイナ 市長プレゼン、対談、交流会を実施
参加社は60名となり職員みずからメディア各社に積極PRを実施。

主な参加者
NHK、朝日新聞社、毎日新聞社、宣伝会議、国際商業、徳間書店、社会構想大学院大学、
インフルエンサー、味の素、ANA総合研究所、タスカジ、読売旅行、州崎企業各社



情報パネル（A1）の作成

(５)感動産業特区浸透のための取り組み（インナーブランディング施策の実施）
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食の情報の整理 メニュー化、フード・ドリンクシートの作成

(５)感動産業特区浸透のための取り組み（インナーブランディング施策の実施）
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(５)感動産業特区浸透のための取り組み（インナーブランディング施策の実施）

食の情報の整理 メニュー化し フード・ドリンクシートの作成
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■イベントショート動画（縦）の作成①（イベント全体）

■イベントショート動画（縦）の作成②（食材）

(５)感動産業特区浸透のための取り組み（インナーブランディング施策の実施）
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■参加者アンケートの実施

(５)感動産業特区浸透のための取り組み（インナーブランディング施策の実施）
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■メディアＰＲの実施

(５)感動産業特区浸透のための取り組み（インナーブランディング施策の実施）
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食楽WEB

NEWS JP

infoseek

サードニュース

(５)感動産業特区浸透のための取り組み（インナーブランディング施策の実施）
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(５)感動産業特区浸透のための取り組み（インナーブランディング施策の実施）
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さんにち Eye 山梨日日新聞デジタル

(５)感動産業特区浸透のための取り組み（インナーブランディング施策の実施）
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沖縄タイムズ

(５)感動産業特区浸透のための取り組み（インナーブランディング施策の実施）
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(５)感動産業特区浸透のための取り組み（インナーブランディング施策の実施）
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(５)感動産業特区浸透のための取り組み（インナーブランディング施策の実施）
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1フーズチャネル 株式会社インフォマート https://foods-ch.infomart.co.jp/news/231342

2自由が丘経済新聞 JLOCAL株式会社 https://jiyugaoka.keizai.biz/release.php?id=501112

3
朝日新聞デジタルマ
ガジン＆[and]

株式会社朝日新聞社 https://www.asahi.com/and/pressrelease/16187326

4おたくま経済新聞
シー・エス・ティー・エンターテ
インメント株式会社

https://otakuma.net/archives/prtimes/202511274876071.html

5エキサイトニュース エキサイト株式会社 https://www.excite.co.jp/news/article/Prtimes_2025-11-28-173349-1/

6SEOTOOLS
ブラストホールディングス株式会
社

http://www.seotools.jp/news/id_000000001.000173349.html

7
Infoseek ニュース
（インフォシーク
ニュース）

楽天グループ株式会社 https://news.infoseek.co.jp/article/prtimes_000000001_000173349/

8
WalkerPlus（ウォー
カープラス）

株式会社KADOKAWA https://www.walkerplus.com/release/c173349_r1/

9リビング東京Web 株式会社サンケイリビング新聞社 https://mrs.living.jp/tokyo/release/article/6511383

10時事ドットコム 株式会社時事通信社 https://www.jiji.com/jc/article?k=000000001.000173349&g=prt

11マピオンニュース 株式会社ONE COMPATH https://www.mapion.co.jp/news/release/000000001.000173349/

12茨城新聞クロスアイ 株式会社茨城新聞社 https://ibarakinews.jp/news/newsdetail.php?f_jun=c173349_r1&elem=prt

13
東京新聞TOKYO 
Web

株式会社中日新聞社 https://adv.tokyo-np.co.jp/prtimes/article95150/

14産経ニュース
株式会社産業経済新聞社、株式会
社産経デジタル

https://www.sankei.com/pressrelease/prtimes/PECYLY7GGVNB7DACCQHYRXCYRU/

15東洋経済オンライン 株式会社東洋経済新報社 https://toyokeizai.net/ud/pressrelease/6928fc231262176ac4000068

16
JBpress（ジェイビー
プレス）

株式会社日本ビジネスプレス https://jbpress.ismedia.jp/ud/pressrelease/6928f7db126217d3aa000027

17ニコニコニュース 株式会社ドワンゴ https://news.nicovideo.jp/watch/nw18662881

18琉球新報デジタル 株式会社琉球新報社 https://ryukyushimpo.jp/prtimes/entry-4816025.html

19iza（イザ！） 株式会社産経デジタル https://www.iza.ne.jp/pressrelease/prtimes/PECYLY7GGVNB7DACCQHYRXCYRU/

20
PRESIDENT Online
（プレジデントオン
ライン）

株式会社プレジデント社 https://president.jp/ud/pressrelease/6928f7da7079c8566a000027

https://foods-ch.infomart.co.jp/news/231342
https://jiyugaoka.keizai.biz/release.php?id=501112
https://www.asahi.com/and/pressrelease/16187326
https://otakuma.net/archives/prtimes/202511274876071.html
https://www.excite.co.jp/news/article/Prtimes_2025-11-28-173349-1/
http://www.seotools.jp/news/id_000000001.000173349.html
https://news.infoseek.co.jp/article/prtimes_000000001_000173349/
https://www.walkerplus.com/release/c173349_r1/
https://mrs.living.jp/tokyo/release/article/6511383
https://www.jiji.com/jc/article?k=000000001.000173349&g=prt
https://www.mapion.co.jp/news/release/000000001.000173349/
https://ibarakinews.jp/news/newsdetail.php?f_jun=c173349_r1&elem=prt
https://adv.tokyo-np.co.jp/prtimes/article95150/
https://www.sankei.com/pressrelease/prtimes/PECYLY7GGVNB7DACCQHYRXCYRU/
https://toyokeizai.net/ud/pressrelease/6928fc231262176ac4000068
https://jbpress.ismedia.jp/ud/pressrelease/6928f7db126217d3aa000027
https://news.nicovideo.jp/watch/nw18662881
https://ryukyushimpo.jp/prtimes/entry-4816025.html
https://www.iza.ne.jp/pressrelease/prtimes/PECYLY7GGVNB7DACCQHYRXCYRU/
https://president.jp/ud/pressrelease/6928f7da7079c8566a000027
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PR効果

＊ 露出媒体数 ： 55媒体

＊ 広告費換算 ： 約1,400万円 ＊計測不能な媒体もあり

＊Yahooなどの転載なし

(５)感動産業特区浸透のための取り組み（インナーブランディング施策の実施）

21沖縄タイムス＋プラス 株式会社沖縄タイムス社 https://www.okinawatimes.co.jp/articles/-/1723291

22毎日新聞デジタル 株式会社毎日新聞社 https://mainichi.jp/articles/20251128/pr2/00m/020/037000c

23銀座経済新聞
株式会社グリーンアソシエイ
ツ

https://ginza.keizai.biz/release.php?id=501112

24市ケ谷経済新聞 モルスハルス株式会社 https://ichigaya.keizai.biz/release.php?id=501112

25品川経済新聞 有限会社ノオト https://shinagawa.keizai.biz/release.php?id=501112

26吉祥寺経済新聞 クロール株式会社 https://kichijoji.keizai.biz/release.php?id=501112

27六本木経済新聞 株式会社博報堂ケトル https://roppongi.keizai.biz/release.php?id=501112

28立川経済新聞 株式会社シーズパレット https://tachikawa.keizai.biz/release.php?id=501112

29東京ベイ経済新聞
株式会社グリーンアソシエイ
ツ

https://tokyobay.keizai.biz/release.php?id=501112

30調布経済新聞
NPO法人調布市地域情報化コ
ンソーシアム

https://chofu.keizai.biz/release.php?id=501112

31下北沢経済新聞 本屋B&B https://shimokita.keizai.biz/release.php?id=501112

32八王子経済新聞 ファクトリージアス合同会社 https://hachioji.keizai.biz/release.php?id=501112

33石垣経済新聞 株式会社南十字星エフエム https://ishigaki.keizai.biz/release.php?id=501112

34ジョルダンニュース！ ジョルダン株式会社 https://news.jorudan.co.jp/docs/news/detail.cgi?newsid=PT000001A000173349

35
宮崎日日新聞社
Miyanichi e-press

宮崎日日新聞社 https://www.the-miyanichi.co.jp/pressrelease/prtimes/397556.html

36旬刊旅行新聞 株式会社旅行新聞新社 https://www.ryoko-net.co.jp/pr/detail.php?guid=c173349_r1

37
さんにちEye 山梨日日新聞
電子版

株式会社山梨日日新聞社 https://www.sannichi.co.jp/prtimes/others/c173349_r1

38
STRAIGHT PRESS（スト
レートプレス）

株式会社PR TIMES https://straightpress.jp/company_news/detail?pr=000000001.000173349

39テレ東プラス 株式会社テレビ東京 https://www.tv-tokyo.co.jp/plus/external-pr/entry/44961.html

40TBS NEWS DIG
TBS・JNN NEWS DIG合同会
社

https://newsdig.tbs.co.jp/articles/prtimes/2315695?display=1

41財経新聞 株式会社財経新聞社 https://www.zaikei.co.jp/releases/3203059/

42@DIME（アットダイム） 株式会社小学館 https://dime.jp/company_news/detail/?pr=2388638

43NIKKEI COMPASS 株式会社日本経済新聞社 https://www.nikkei.com/compass/content/PRTKDB000000001_000173349/preview

44アキバ経済新聞 デジタルハリウッド株式会社 https://akiba.keizai.biz/release.php?id=501112

45とれまがニュース 株式会社サイトスコープ https://news.toremaga.com/release/others/3883701.html

46
ニフティニュース（@nifty
ニュース）

ニフティ株式会社 https://news.nifty.com/article/economy/business/12365-4727163/

47antenna(アンテナ)
株式会社グライダーアソシエ
イツ

https://antenna.jp/articles/29657399

48中野経済新聞
桔梗ＩＣＴパートナーズ株式
会社

https://nakano.keizai.biz/release.php?id=501112

49池袋経済新聞 株式会社YAKIMAYO https://ikebukuro.keizai.biz/release.php?id=501112

50高円寺経済新聞
有限会社ホットワイヤーグ
ループ

https://koenji.keizai.biz/release.php?id=501112

51練馬経済新聞 株式会社ビーグル https://nerima.keizai.biz/release.php?id=501112

52シブヤ経済新聞 JLOCAL株式会社 https://www.shibukei.com/release.php?id=501112

53新宿経済新聞 クロール株式会社 https://shinjuku.keizai.biz/release.php?id=501112

54赤坂経済新聞 株式会社ブラインドファスト https://akasaka.keizai.biz/release.php?id=501112

55トラベルスポット トラベルスポット編集部 https://travelspot.jp/802778/

https://www.okinawatimes.co.jp/articles/-/1723291
https://mainichi.jp/articles/20251128/pr2/00m/020/037000c
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まんまうるまブランドサミット in URUMA

(５)感動産業特区浸透のための取り組み（インナーブランディング施策の実施）
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目的 令和7年度に構築した戦略・資産（ファン制度・動画等）を、R8年度から活用するすべて
のプレイヤー （庁内・関係団体・事業者）が地域一丸となって「感動人口」の拡大へ向かう ため
の「結束式（キックオフ）」と位置づける。

概要
日時 令和8年3月1日（日） 15:00～17:00
場所 ANAクラウンプラザリゾート沖縄うるまヒルズ
主催 うるま市（感動産業特区まちづくり推進本部）

主な参加者

感動産業特区まちづくり推進本部:  市長、副市長、教育長、 各部長級職員 各主幹課長
庁内関係課: 実務担当職員（若手・中堅含む）
関係団体: 観光物産協会、商工会、うるマルシェ、市青年連合会
その他関係団体（こども・福祉・建設関連団体など、幅広い分野）
感動産業特区アンバサダー: 肝高の阿麻和利、伊波大志、龍神伝説
うるま市観光大使: HY（新里英之さん、名嘉俊さん）
市内事業者: 「まんまうるまセレクション」エントリー事業者、熱意ある事業者
特別ゲスト 山本彩（阪神ファンからうるま市を訪問）



(５)感動産業特区浸透のための取り組み（インナーブランディング施策の実施）

PRTIMES 舞台は東京から「うるま」へ。感動産業特区を推進する沖縄県うるま市、市内の結束
を”強力な推進力”へ変える、「まんまうるまブランドサミット in URUMA」を開催
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PRTIMES 舞台は東京から「うるま」へ。感動産業特区を推進する沖縄県うるま市、市内の結束
を”強力な推進力”へ変える、「まんまうるまブランドサミット in URUMA」を開催

(５)感動産業特区浸透のための取り組み（インナーブランディング施策の実施）
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(５)感動産業特区浸透のための取り組み（インナーブランディング施策の実施）
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(５)感動産業特区浸透のための取り組み（インナーブランディング施策の実施）

PRTIMES 舞台は東京から「うるま」へ。感動産業特区を推進する沖縄県うるま市、市内の結束
を”強力な推進力”へ変える、「まんまうるまブランドサミット in URUMA」を開催
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(５)感動産業特区浸透のための取り組み（インナーブランディング施策の実施）
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(５)感動産業特区浸透のための取り組み（インナーブランディング施策の実施）
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P67
るが、修正必要か要確認。
AD



(５)感動産業特区浸透のための取り組み（インナーブランディング施策の実施）
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(５)感動産業特区浸透のための取り組み（インナーブランディング施策の実施）
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PRの実施｜WEBニュースクリッピング報告書
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PR効果

＊ 露出媒体数 ： 16４媒体

＊ 広告費換算 ： 約 1 億 4,471 万円

＊ Yahooニュースへの転載： 9 件

78

琉球朝日放送 3/2（月）「CATCH」

PRの実施｜WEBニュースクリッピング報告書



(５)感動産業特区浸透のための取り組み（インナーブランディング施策の実施）

PRTIMES 舞台は東京から「うるま」へ。感動産業特区を推進する沖縄県うるま市、市内の結束
を”強力な推進力”へ変える、「まんまうるまブランドサミット in URUMA」を開催
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＜当初の課題＞
・市民・職員において「感動産業特区」の認知・理解が不足していた
・主体的な関与や行動変容が十分に促されていなかった
＜方向性＞
・「まんまうるま」を軸とした参加型施策・ワークショップを展開
・感動の言語化・共有を通じた意識醸成を推進
＜成果と今後の課題＞
・地域の魅力の再認識と主体的関与のきっかけを創出できた
・一方で、継続的浸透には仕組み化が必要であり、日常業務への定着が重要である

第2章 (５)感動産業特区浸透のための取り組み（インナーブランディング施策の実施） 総括



第2章：

業務実施内容

(６)感動産業特区認知拡大のための取り組み
（ファン登録制度の創設）
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(６)感動産業特区認知拡大のための取り組み（ファン登録制度の創設）

①目的等

ファン登録制度 『まんまうるま感動大使』を通じてうるま市ファンへの情報発信、
マーケティングサービス展開を一元的に実施するプラットフォームの構築
「うるまが好きな人」を見える化し、つながり続ける仕組みをつくる

②業務内容

既存の熱狂的ファン（肝高の阿麻和利、闘牛、エイサー、HYファンなど）を集約し
うるま市のコアファンをデータベース化し、それぞれへのプッシュ配信の実現。
コアファンを軸としたコミュニティを一元的に強化する。
LINEの拡張サービス「Liny」の導入。

既存友だちの属性設定とファン毎の管理
メッセージ出し分け/マーケティング施策

市民サービス向け公式LINE （既存）

市民向けサービス・広報・窓口予約
イベントカレンダーなど

ファンクラブ管理機能ページの追加

LINEを活用した パブリックコミュニティの創出

会員証パネルの作成（うるま市観光大使 HY/うるま太郎/山本彩）
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属性入力メニュー

会員登録時アンケートによりシステム上個別PUSH配信などが可能になりファンとの
コミュニケーションを深める事ができる。

(６)感動産業特区認知拡大のための取り組み（ファン登録制度の創設）

パネル（A1）の作成

流入経路がわかるQRコード違いのパネルを作成
HYパネルは市内TERUMIへ、うるラバパネルは
市外のイベントなどで使用予定

ファン特典としてピンバッチの作成（1000個）
仕様 15mm

まんまうるまブランドサミット in URUMA
にて配布された。

ピンバッチの作成

82

デジタル会員証（LINE）



ファンクラブ管理画面（LINY）

イベント後519件（3/5 16：30時点）の会員数519件
（内訳：うるま市230人 沖縄県うるま市以外69人 県外196人）
＊PRリリース（2種類）の拡散で県外からの登録を大幅に増やした

(６)感動産業特区認知拡大のための取り組み（ファン登録制度の創設）
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運用フローの策定

(６)感動産業特区認知拡大のための取り組み（ファン登録制度の創設）
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(６)感動産業特区認知拡大のための取り組み（ファン登録制度の創設）
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会員登録数

3月1日のリリース、まんまうるまブランドサミットのPRの実施を通じて1週間で690名まで登録者
を増やし、3月13日までに767名が登録。

(６)感動産業特区認知拡大のための取り組み（ファン登録制度の創設）
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＜当初の課題＞
・域外との継続的な接点が不足し、認知拡大が限定的であった
・ファンの可視化やコミュニティ形成が不十分であった
＜方向性＞
・ファンが情報発信主体となる制度として設計
・イベントと連動したローンチにより初期拡散を実施
＜成果と今後の課題＞
・ファンの可視化とコミュニティ基盤を構築できた
・一方で、継続的な価値提供によるエンゲージメント強化が重要である

第2章 (６)感動産業特区認知拡大のための取り組み（ファン登録制度の創設） 総括



第2章：

業務実施内容

(７)感動産業特区ブランドサイトの再設計および
情報発信業務
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(７)感動産業特区ブランドサイトの再設計および情報発信業務

①目的等

「感動産業特区うるま市」のありのままの魅力を訴求し、一貫性のあるブランドイメージ
を広く発信し、かつ、市民理解、賛同を得るためのインナーブランディングツールとして
も機能させるため、サイト全体の再設計を企画提案し、サイトリニューアルを実施する。

②業務内容

現状のブランドサイトのトーンを保ちつつストーリーを持たせた設計にリニューアルを実施。
サイドの背景を分割してロゴを表示する形を採用。
右タブにメニューを配置。
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(７)感動産業特区ブランドサイトの再設計および情報発信業務

＜当初の課題＞
・感動産業特区とまんまうるまの情報が分散し、ブランドとしての一貫性が不足していた
・ストーリー性や体験性が弱く、魅力が伝わりにくかった
＜方向性＞
・「まんまうるま」を軸に情報を再構成
・感動エピソードを中心とした体験型コンテンツ設計
＜成果と今後の課題＞
・ブランドの中核となる発信基盤を整備できた
・一方で、継続的な更新とデータ活用による改善が重要である

第2章 (７)感動産業特区ブランドサイトの再設計および情報発信業務 総括
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第2章：

業務実施内容

(８)ＰＲツールの制作
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(８)ＰＲツールの制作

①目的等

ブランディングを効果的に推進するために必要なツールを予算の範囲内で提案するものとし、

制作するツールは事業者提案を踏まえて双方協議のうえ決定するものとする。

うるま市「感動産業特区」まちづくりブランディング事業 拡大におけるツールとして作成

②業務内容

イベント時に使用するパネルなど各種PRツールを作成。
また、まんまうるまを体現した感動産業特区コンセプトムービー（2本）をドキュメンタリー
形式で制作。

■制作ツール一覧

91

1 ステッカー

2 タペストリー

3 アンバサダーカード（名刺）

4 A1パネル ８種（まんまうるまブランドサミット in TOKYO）

5 うるま食材パネル 式次第メニュー等

6 A1パネル つむぐまんまうるまパネル 4種

7 うるラバ 説明パネル

8 うるラバ 会員証パネル

9 ファンクラブ会員特典 ピンバッチ

10 アンバサダー動画 2種 龍神伝説ロゴ

11 アンバサダーパネル

12 感動産業特区コンセプトムービー（２本）

13 SNS動画（縦） ブランドサミット in TOKYO 2種類

14 SNS動画（縦） ブランドサミット in URUMA 1種類



(８)ＰＲツールの制作
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1 ステッカー 2 タペストリー

3 アンバサダーカード（名刺）

4 A1パネル（８種）｜まんまうるまブランドサミット in TOKYO
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(８)ＰＲツールの制作

5 うるま食材パネル 式次第メニュー等

6 A1パネル つむぐまんまうるまパネル 4種



(８)ＰＲツールの制作
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7 うるラバ 説明パネル

8 うるラバ 会員証パネル

会員証の作成（うるま市観光大使 HY/うるま太郎/山本彩）

9 ピンバッチ 10 アンバサダー動画 2種 / 龍神伝説ロゴ

11 アンバサダーパネル



目的 本事業ブランディングを効果的に推進するため、「まんまうるま」＝ありのままの
感動を体現する動画コンテンツを作成し、次年度以降の発信事業に活用。

概要 三線、肝高の阿麻和利をテーマとした、ドキュメンタリー動画（各10分）の作成。
それぞれ人目線で密着し地域の感動を描きます。それぞれショートバージョンも作成。

12 コンセプトムービー

三線の制作過程と想いに焦点を当てた動画 阿麻和利の活動と想いに焦点を当てた動画

(８)ＰＲツールの制作
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(８)ＰＲツールの制作

PRツールの制作では、ブランドの視覚的・体験的な伝達を目的に、フラッグ、パネル、動画、
ノベルティ等を制作した。課題として、「感動産業特区」という抽象的な概念を、誰もが理解で
きる形で表現する必要があった。また「まんまうるま」の棲み分けが整理されたあと制作物を作
成。これらの課題のもと、統一されたトーン＆マナーのもと、ビジュアル・コピー・体験を一体
化したクリエイティブ開発を行った。結果として、イベントや現場においてブランドの一貫した
表現が可能となり、来場者の印象形成に寄与した。今後は、各ツールの活用シーンを拡張し、観
光・教育・地域活動など多様な場面での展開を図ることで、ブランド接触機会の最大化が求めら
れる。

第2章 (８)ＰＲツールの制作 総括
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14 SNS動画（縦） ブランドサミット in URUMA 1種類

13 SNS動画（縦） ブランドサミット in TOKYO 2種類
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第2章：

業務実施内容

(９)業務報告書の作成
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①目的等

本業務の実施内容及び本業務をとおして得られた情報を、仕様書項目ごとに現状、課題、

対応策等に分けて整理し、最終的な事業全体総括を記載する。
また、後年度以降における継続的な地域ブランディング推進に必要とされる事項（事務局機能、
庁内体制、関係団体の役割、連携体制等）をまとめた提言をあわせて記載する。

②業務内容

本報告書のとおり。
事業全体総括については、次ページのとおり。

(９)業務報告書の作成



第3章：

事業全体総括

99



【令和7年度施策の振り返り・効果検証】
受託事業者における考察を以下記載する。

事業全体総括
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■ １．事務局機能について
感動産業特区の推進においては、施策の横断的な調整や情報集約、進捗管理を年度を
超えて継続的に担う事務局機能の強化が不可欠である。
現状は個別施策ごとの対応に留まる傾向が見られるため、戦略全体を俯瞰し、各部
署・関係団体をつなぐ中核機能として再整理する必要がある。
今後は、KPI管理や情報発信、外部連携を一体的に担う体制構築が求められる。

■２．庁内体制について
庁内体制については、プロジェクト推進２課を中心に取り組みが進められているが、
各課における役割認識や関与度に差が見られる。
感動産業特区は全庁横断の取り組みであることから、各課の業務とブランド戦略を接
続し、自部署の役割を明確化することが重要である。また市長直轄のポジションでの
発信が必要。
今後は、定期的な情報共有と職員向け研修等を通じた意識統一が求められる。

■３．関係団体の役割について
関係団体は地域の魅力を体現する重要な担い手であり、単なる協力者ではなく共創
パートナーとして位置づける必要がある。
現状は個別連携に留まるケースも見られるため、各団体の強みや役割を整理し、ブラ
ンド戦略に基づいた関与の在り方を明確化することが重要である。
今後は、参画メリットの可視化と継続的な関係構築が求められる。

■４．連携体制について
庁内外の連携体制については、推進本部を軸に一定の枠組みが構築されたが、実行段
階での連携の深度には課題が残る。
特に、行政・民間・地域団体の連携を日常的に機能させる仕組みが重要である。
今後は、情報共有の仕組み化や共同プロジェクトの創出を通じて、実効性の高い連携
体制を構築し、継続的な価値創出につなげていく必要がある。

■５．インナーブランディングについて
ブランディングを進めるにあたり、「感動産業特区」という概念を市民・職員・事業
者が共通認識として理解し、自分ごと化することが重要である。本業務を通じ、「ま
んまうるま」を軸とした参加型施策や意見交換等の実施により、地域の魅力を再認識
する機会が創出され、一定の意識醸成が図られた。
一方で、理念の浸透は単年度で完結するものではなく、日常業務や地域活動の中で継
続的に接触機会を設ける必要がある。中長期的にブランディングを推進していくため
には、継続性と一貫性を意図的に担保することが重要であり、うるま市に精通したま
ちづくりブランディングの伴走者の存在が望まれる。
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■６．アウターブランディング（プロモーション）について
域外に向けた認知拡大においては、経済産業部（観光・スポーツ課及び商工振興課）
を中心に、県外催事への出展やPR活動が継続的に実施されている点は評価されるべき
であり、ファンクラブ創設により今後の目的、実施内容を明確化できた。

一方で、現状のプロモーションは個別施策ごとの実施に留まり、「感動産業特区うる
ま市」としてのブランドストーリーや一貫したメッセージ設計との接続が十分とは言
えない。

今後は、ブランディング戦略に基づき、ターゲット設定・メッセージ・クリエイティ
ブを統一したうえで、プロモーション施策を戦略的に再設計する必要がある。

また、ファン登録制度（うるラバ）などを活用し、来訪・購買・発信につながる関係
人口の創出へと発展させることが重要である。

ブランドサミットin TOKYOでは多くのメディア、企業と集う機会ができ、今後も関係
性を継続していくことが重要。
うるま市に関心をもち感動体験を得る「コアファン」へのつながりが急務。

■７．総括
本業務を通じて、「感動産業特区うるま市」のブランド基盤は一定程度整理され、イ
ンナー・アウター双方において施策の方向性が明確化された。

一方で、今後の最重要課題は「戦略の実行と継続」である。単発的な施策にとどまら
ず、庁内外の連携のもと、日常業務・地域活動・プロモーションを一体化させること
で、ブランドの定着と価値向上を図る必要がある。

特に、インナーで醸成された「誇り」と、アウターで発信される「魅力」を循環させ
る仕組みを構築することが、持続的な地域ブランド形成の鍵となる。

事業全体総括

【令和7年度施策の振り返り・効果検証】
受託事業者における考察を以下記載する。


